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取扱説明書 

このたびは弊社の製品をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。 
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※お使いの機種によリイラストは異なります。 


■添付の紙マニュアル 

『はじめに添付品を確認してください』 『取扱説明書』（本書) 


1 はじめにを巧 fi をして <ださい 1 

ホ付の機器、マニュアル 、 CD 


などの一覧です。 

ご購入後、すぐに、添付品が 

—が 


揃っているか確認してくだ 
さし、。欠品などがあった場合 

■ at 


は、できるだけ早くご購入元 
にご連絡ください。 
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使用上のご注意、パソコンを使 
うための準備、ご購入時の状態 
に戻す方法などを説明してい 
ます。 


■インターネット上のマニュアル 


FMV マニュアル http :// www . fmworld . net / biz / fmv / support / tmvmanual / 


本 パソコンのマニュアルは、 インター ネッ トでご覽 
いただけます。富±通 パソコン 情報サイト 
「 FMW 0 民 LD . NET 」 内にある、 FMV マニュアルの 
ページ（上記 URL ) をご覽ください。 


•マニュアルの見方 

I 上記の URL を入力] 

▼ 

I お使いの機種を選択 I 

_ ▼ _ 

ご貴になりたいマニュアルのボタンをクリック 

ボタン： HTML 斤さまで表示 

ボタン: PDF おまで表示 


▼ 


□本体のマニュアル 『 FMV マニュアル J (刷 Mil 迦） 
パソコン本体のマニュアルです。 

機器の取り付け、ソフトウェア、トラブルシューティングな 
ど、パソコンの使い方について説明しています。 

『ハードウェアガイド J ] ( PDF )、 『ソフトウェアガイド' J ] ( PDF ) 
の内容がこれ1つでご覧いただけます。 
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□カスタムメイドオプションのマニュアル 
カスタムメイド'やバリ ューラ インで選択 
した機器などをお使いになる際に必要な 
内容が記載されています。 

該当するマニュアルをご覧ください。 


「スタート」ボタンからも操作できます！ 


「スタート J ボタンー「すべてのプロ 
グラム J 一 「FMV マニュアル J の順 
にクリックしてもご覧いただけま 
ず。 
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目的に合わせてお読み〈ださし、 


箱の中身を確認する . 

パソコンを 使うための準備をする.. 
各部の名称や取り扱いホを調べる.. 
周辺機器の取り付け方法を調べる.. 
添付の ソフ トウ エアについて 調べる 
セキュリティ巧策に ついて 調べる.. 
トラブルの解決方法を調べる . 


添付の紙マニュアル、□:インターネット上のマニュアル） 


■はじめに添付品を確認してください（紙） 

■取扱説日月書（冊子}の「1.必ずお読みください」 


□ FMV マニュアル （ HTML )、 または □ハードウェアガイド 

□ FMV マニュアル （HTML)、 または □ハードウェア ガイド 

□ FMV マニュアル （HTML)、 または □ソフトウェア ガイド 

□ FMV マニュアル （HTML)、 または □ソフトウェア ガイド 

□ FMV マニュアル （HTML)、 または□ソフトウェアガイド 

□ FMW0RLD.NET 内の 「FMV シリーズをお使いになる上での注意事項」 

(FMV マニュアルのぺージ（上記 URL) からもご覧いただけます。） 

-仕様を調べる .nFMV マニュアル （HTML)、 または□ハードウェアガイド （PDF) の「技術情報」 

•購入時の状態に戻す . ■取扱説明書（冊子）の「リカバリ概要」「リカバリ操作」 


(PDF) 

(PDF) 

(PDF) 

(PDF) 

(PDF) 


「各部名称」 

レ、ードウ エア」 または「増設」 
「ソフトウ エア」 

「セキユリテイ」 

「トラブルシユーテイング」 

























































本書をお誘みになる前に 


安全にお使いいただくために 

このマニュアルには、 本製品を安全に正しくお使いいただくための重要な情報が記載されています。 

本製品をお使いになる前に、このマニュアルを熟読してください。特に、「を全上のご注意」をよくお読みになり、巧解されたうえで本製品をお使いください。 
また、このマニュアルは、本製品の使用中にいつでもご覧になれるよう大切に保管してください。 


保証書について 

-保証書は、必ず必要事項を記入し、内容をよくお読みください。その後、大切に保管してください。 

-修理を依頼される場合には、必ず保証書をご用意ください。 

-保証期間巧に、正常な使用状態で故障した場合は、無料で修理いたします。 

-保証期間巧でも、保証書の提示がない場合や、天災あるいは無理な使用による故障の場合などには、有料での修理となります。ご注意ください（詳しく 
は、保証書をご覧ください)。 

-修理後は、本製品の巧をが修理前とは異なり、ご購入時の状態や、何も入っていない状態になっている場合があります。大切なデータは、 フロッピー ディ 
スクなどに複写して、保管しておいてください。 

-本製品の補修用性能部品（製品の機能を維持するために必要な部品）の保有期間は、製造終了後5年です。 


使巧許諾契約書 

富±通株式会社（な下弊社といいます）では、本製品にインストール、もしくは添付されているソフトウェア（な下本ソフトウェアといいます）をご使用 
いただく権利をお客様に巧して許諾するにあたり、下記「ソフトウェアの使用条件」にご同意いただくことを使用の条件とさせていただいております。 

なお、お客様が本ソフトウユアのご使用を開始された時点で、本契約にご同意いただいたものといたしますので、本ソフトウユアをご使用いただく前に必 
ず下記「ソフトウュアの使用条件」をお読みいただきますようお願い申し上げます。ただし、本ソフトウュアのうちの一部ソフトウェアに別途の「使用条 
件」もしくは「使用許諾契約書」等が添付されている場合は、本契約に優先して適用されますので、ご注意ください。 

ソフトウエアの使用条件 

1 . 本ソフトウェアの使用および著作権 

お客様は、本ソフトウェアを、日本国内において本製品でのみ使用できます。なお、お客様は本製品のご購入により、本ソフトウェアの使用権のみを 
得るものであり、本ソフトウェアの著作権は引き続き弊社または開発元である第=をに帰属するものとします。 

2. バックアップ 

お客様は、本ソフトウェアにつきまして、1部の予備用レくックアップ）媒体を作成することができます。 

3. 本ソフトウ zn アの別ソフトウェアへの組み込み 

本ソフトウュアが、別のソフトウュアに組み込んで使用されることを予定した製品である場合には、お客様はマニュアル等記載の要領に従って、本ソ 
フトウェアの全部または一部を別のソフトウェアに組み込んで使用することができます。 

4. 複製 

(1) 本ソフトウュアの複製は、上記「2.」および「3.」の場合に限定されるものとします。 

本ソフトウェアが組み込まれた別のソフトウェアに ついては、 マニュアル等で弊社が複製を許諾していない限り、予備用レくックアップ）媒体な 
外には複製は行わないでください。 

ただし、本ソフトウェアに複製防止処理がほどこしてある場合には、複製できません。 

(2) 前号によりお客様が本ソフトウェアを複製する場合、本ソフトウュアに付されている著作権表示を、変更、削除、隠蔽等しないでください。 

< 第二ちへの譲渡 

■ お客様が本ソフトウ卫ア（本製品に添付されている媒体、マニュアルならびに予備用バックアップ媒体を含みます）を第王をへ譲渡する場合には、本 
ソフトウェアがインストール された パソコン とともに本 ソフトウェアの すべてを譲渡することとします。なお、お客様は、本製品に添付されている媒 
体を本製品とは別に第 S をへ譲渡することはできません。 

6. 改造等 

お客様は、本ソフトウェアを改造したり、あるいは、逆コンパイル、逆アセンブルをともなうリバースエンジニアリングを行うことはできません。 

7. 保証の範囲 

(1) 弊をは、本ソフトウェアとマニュアル等との不一致がある場合、本製品をご購入いただいた日から90日な巧に限り、お申し出をいただければ当 
該不一致の修正に関して弊社が必要と判断した情報を提供いたします。 

また、本ソフトウェアの記録媒体等に物理的な欠陥（破損等）等がある場合、本製品をご購入いただいた日から1ヶ月な巧に限り、不良品と良品 
との交換に応じるものとします。 

(2) 弊社は、前号に基づき負担する責任な外の、本ソフトウュアの使用または使用不能から生じるいかなる損害（逸失利益、事業のやが、事業情報の 
喪失その他の金銭的損害を含みますが、これに限られないものとします）に関しても、一切責任を負いません。たとえ、弊社がそのような損害の 
可能性についてからされていた場合も同様とします。 

(3) 本ソフトウェアに第 S をが開発したソフトウユアが含まれている場合においても、第 S をが開発したソフトウェアに関する保証は、弊をが行う上 
記 （1) の範囲に限られ、開発元である第 S をは本ソフトウュアに関する一切の保証を行いません。 

8. ハイ七イフテイ 

本ソフトウェアは、一般事務用、パーソナル用、家庭用などの一般的用途を想定したものであり、ハイセイフティ用途での使用を想定して設計•製造 
されたものではありません。お客様は、当該ハイセイフティ用途に要する安全性を確保する措置を施すことなく、本ソフトウュアを使用しないものと 
します。ハイセイフティ用途とは、下記の例のような、極めて高度な安全性が要求され、仮に当該安全性が確保されない場合、直接生命•身体に対す 
る重大な危険性を伴う用途をいいます。 

原子力核制御、航空機飛行制御、航空交通管制、大量輸送運行制御、生命維持、兵器発が制御など 

富±通株式会社 


マイクロソフト製品サービスパック 

Microsoft ® Windows ® をご利用のお客様がより安定したシステムを運用していく上で、マイク ロソフ ト社はサービスパックを提供しております （ http :// 

www . microsoft . com / iapan /) 。 

お客様は、最新のサービスパックをご利用いただくことにより、その時点でマイクロソフト社が提供する Microso む® Windows ® にて最も安定したシステムを 
構築でまます 

したがいまして、当社としては、最新のサービスパックをご利用いただくことを基本的には推契いたします。 

ただし、お客様の環境によっては、サービスパック適用により予期せぬ不具合が発生する場合もありますので、ご利用前にはサービスパックの 「 Readme . txt 」 
を必ずご確認ください。 

また、万一、インストールに失敗したことを考慮し、システムのバックアップを取ることを推奨いたします。 


FMV マニュアル http://www.fmworld.net/biz/fmv/support/fmvmanual/ 
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データのバックアップについて 

本製品に記録されたデータ（基本ソフト、アプリケーションソフトも含む）の保全については、お客様ご自身でバックアップなどの必要な対策を行ってくだ 
さい。また、修理を依頼される場合も、データの保全については保証されませんので、事前にお客様ご自身でバックアップなどの必要な対策を行ってください。 
データが失われた場合でも、保証書の記載事項な外は、弊社ではいかなる巧由においても、それに伴う損害やデータの保全•修復などの責任を一切負いか 
ねますのでご了承ください。 


添付の CD-ROM などは大切に保管してください 

これらのディスクは、本パソコンに入っているソフトウエアをご購入時と同じ状態に戻すときに必要です。 


本製品の八イ七イフティ巧途での使用について 

本製品は、一般事務用、パーソナル用、家庭用、通常の産業用などの一般的用途を想定したものであり、ハイセイフティ用途での使用を想定して設計•製 
造されたものではありません。 

お客様は、当該ハイセイフティ用途に要する安全性を確保する措置を施すことなく、本製品を使用しないでください。 

ハイセイフティ用途とは、な下の例のような、極めて高度な安全性が要ホされ、仮に当該安全性が確保されない場合、直接生命•身体に対する重大な危険 
性を伴う用途をいいます。 

-原子力施設における核反応制御、航空機自動飛行制御、航空交通管制、大量輸送システムにおける運行制御、生命維持のための医療用機器、兵器システ 
ムにおけるミサイル発射制御など 


ミ主意 

本製品は、情報処理装置等電波障書自主規制協議会 （ VCCI ) のを準に基づくクラス B 情報技術装置です。本製品は、家廬攝境で使用することを目的として 
いますが、本製品がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。 

本製品は、マニュアルに従って正しい取り扱いをしてください。 


24時間な上の連続使用について 

本製品は、24時間な上の連続使用を前提とした設計にはなっておりません。 


本製品の使用環境は、温度10〜35で/湿度20〜 80 %RH (動作時）、温度-10〜60で/湿度20〜 80 %RH (非動作時）です（ただし、動作時、非動作時と 
も結露しないこと）。 


本製品は、国内での使用を前提に作られています。海外での使用につきましては、お客様の責任で行っていただくようお願いいたします。 


本製品は日本国内仕様であり、海外での保守サービスおよび技術サポートはけっておりません。 


ワイヤレス LAN 無線 LAN ) 搭載モデル （ IEEE802.11a 準拠、 IEEE 802.11g 準拠）の場合 

本製品の使用周波数帯では、電子レンジ等の産業•科学-医療用機器のほか工場の製造ライン等で使用されている移動体識別用の構内無織局（免許を要す 

る無線局）および特定小電力無線局（免許を要しない無線局）が運用されています。 

し本製品を使用する前に、近くで移動体識別用の構巧無線局及び特定小電力無線局が運用されていないことを確認してください。 

2. 万一、本製品から移動体識別用の構内無線局に対して電波干渉の事例が発生した場合には、速やかに電波の発おを停止した上、下記の連絡先にご連絡 
頂き、混信回避のための処置等（例えば、パーテイシヨンの設置など）についてご相談してください。 

3. その他、本製品から移動体識別用の特定小電力無線局に対して電波干渉の事例が発生した場合など何かお困りのことが起きたときは、次の連絡先へお 
問い合わせください。 

連絡先：「富±通パーソナル製品に関するお問合せ窓口」 

-本製品は、日本国内での無織規格に準拠し、認定を取得しています。日本国内でのみお使いいただけます。また、海外でご使用になると罰せられること 
がありホホ 

. パソコン本体と通信巧手の機器との推奨する最大通信距離は、圧邸802.1 la 準拠 （5 GHz 帯）では見通し半径 15 m な巧、比邸802.1 lb 準処 、 IEEE 802.1 Ig 
準拠 （2.4 GHz 帯）では見通し半径 25 m な巧（ワイヤレス通信の推奨値）となります。ただし、ワイヤレス LAN の特性上、ご利用になる建物の構造•材 
質、障害物、ソフトウェア、設置状況、電波状況等の使用環境により通信距離は異なります。また、通信速度の低下や通信不能となる場合もありますの 
であらかじめご了承ください。 

• 圧 EE 802.1 Ig 準拠と圧 EE 802.1 lb 準拠の混在環境においては、圧 EE 802.1 Ig 準拠は圧 EE 802.1 lb 準拠との互換性をとるため、圧 EE 802.1 Ig 準拠本おの性 
能が出ない場合があります 。 IEEE 802.1 Ig 準拠本来の性能が必要な場合は、圧 EE 802.1 le 準拠と IEEE 802.1 lb 準拠を別のワイヤレス LAN ネットワークに 
し、使用しているチャンネルの間隔を5チャンネルな上あけてお使いください。 

• IEEE 802.1 la 準拠 （5 GHz 帯）のワイヤレス LAN の屋外使用は、電波法により禁じられています。 

-航空機巧の使用は、事前に各航空会社へご確認ください。 


本製品には、"外国為替及び外国貿易法"に基づく特定貨物が含まれています。したがって、本製品を輸出する場合には、同法に基づく許可が必要となる場 
合があります。 


本製品は、落雷などによる亀源の瞬時電圧低下に対し不都合が生じることがあります。電源の瞬時電圧低下対策としては、交流無停電電源装置などを使用 
されることをお勧めします。 

(社団法人電子情報技術産業協会のパーソナルコンピュータの瞬時電圧低下対策ガイドラインに基づく表示） 


本製品は、高調波電流規格 JIS C 61000-3-2 適合品です。 


当社は、国際エネルギースタープログラムの参加事業者として本製品が国際エネルギースタープログラムの対象製品に関するを準を満たしてい 
ると判断します。 4 ^ 


本製品の構成部品（プリントを板、 CD / DVD ドライブ、ハードディスクなど）には、微量の重金属（鉛、クロム）や化学物質（アンチモン、シアン）が含有 
されています。 
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エネルギー消費のおならせ 

本製品の消費電力や定格電流に関する情報は 、 『FMV マニュアル』 の「技術情報」 一 「仕様一覧」をご覧ください。 


FMV マニュアル http://www.fmworld.net/biz/fmv/support/fmvmanual/ 
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警告表示について 


このマニュアルでは、 いろいろな絵表示を使っています。これは本製品をを全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々に 
加えられるおそれのある危害や損害を、未然に防止するための目印となるものです。その表示と意ホは次のようになっていま 
す。内容をよくご理解のうえ、お読みください。 


A 警告 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死 t する可能性または重傷を負う可能性があることを 

示しています。 

A を意 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性があること、および物的損害のみが 

発生する可能性があることを示しています。 


また、危害や損害の内容がどのようなものかを示すために、上記の絵表示と同時に次の記号を使っています。 


A 

A で示した記号は、警告•注意を促す内容であることを告げるものです。記号の中やその脇には、具体的な 
警告内容が示されています。 

0 

〇で示した記号は、してはいけない行為（禁止行為）であることを告げるものです。記号の中やその腺に 
は、具体的な禁止内容が示されています。 

〇 

♦で示した記号は、必ず従っていただく内容であることを告げるものです。記号の中やその脇には、具体的 
な指示内容が示されています。 


安全上のご注意 


本製品を安全に正しくお使いいただくための重要な情報が記載されています。本製品をお使いになる前に、必ずお読みになり、 
正しくを全に、大切に取り扱ってください。 

また、本製品をお使いになるときは、マニュアルをよくお読みになり、正しくお使いください。 


■異常や故障のとき 

A 警告 


パソコン本体の内部に水などの液体や金属片な 
どの異物が入った場合は、すぐにパソコン本体 
の電源を切り、電源プラグをコンセントから抜 
いてください。 

その後、「富±通ハードウュア修理す目談センター」、または 
ご購入元にご連絡ください。 

そのまま使用すると、感電•火災の原因となります。特に 
お子様のいるご家庭ではご注意ください。 




本製品をお客様ご自身で改 
造しないでくださし、。また、 
マニュアル 等で指示がある 
場合を除いて分解しないで 
ください。 

感電-火災の原因となりま 
す。 


修理や点検などが必要な場合は、「富±通ハードウュア修 
巧中目談センター」、またはご購入元にご連絡ください。 


A ;' 主意 


を 


本製品を落としたり、力 
バーなどを破損したとき 
は、パソコン本体の電源を 
切り、電源プラグをコンセ 
ントから抜いてください。 
その後、「富±通ハードウュ 
ア修理す目談センター」、また 


はご購入元にご連絡ください。 

そのまま使用すると、感電•火災の原因となります。 


〇 液晶ディスプレイが破損し、液状の内容物が流 
出して皮膚に付着した場合は、流水で15分お上 
洗浄してください。また、目に入った場合は、 
流水で15分が上洗浄したあと、医師に相談してください。 

中毒を起こすおそれがあります。 

液晶ディスプレイの内部には、刺激性物質が含まれていま 
す。 
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■設置されるとき 

A 警告 


〇 



してください。 

安全のため、電源プラグには 
アース線がついています 。了一 


電源プラグをコンセントに差 
し込む前に、必ずアース線をコ 
ンセント のアー スネジへ接続 


ス接続しないで使用すると、万一漏電した場合に、感電の 
原因となります。 

アースネジ付のコンセントが利用できない場合は、「富± 
通パーソナル製品に関するお問合せ窓口」、またはご購入 
兀に こ 中目談くたさ レ、。 


電源コードを抜くときは、先に電源プラグを抜いてから 


アース線を外してください。 


0 添付もしくは指定されたお外の AC アダプタや 
電源ケーブルを本製品に使ったり、本製品に添 
付の AC アダプタや電源ケーブルを他の製品に 
使ったりしないでください。 

感電-火災の原因となります。 


を 



周辺機器の取り付けや取 
り外しを行うときは、パソ 
コン本体および接綿され 
ている機器の電源を切り、 
電源プラグをコンセント 
から抜いたあとに行って 
ください。 

この手順を守らずに作業を行うと、感電-火災または故障 
の原因となります。 


アース線はガス管には絶対に接続しないでくだ 

火災の原因となります。 


本製品は主電源コンセン 
卜の近くに設置し、遮断装 
置（電源プラグ）へ容易に 
手が届くようにしてくだ 
さし、。 

万一、機器から発熱や煙、 
異臭や異音がするなどの 
異常が発生したときは、ただちに機器本体の電源プラグを 
コンセン トから抜いて く ださい。 

その後、異常な現象がなくなるのを確認して、「富±通ハー 
ドウュア修理相談センター」、またはご購入元にご連絡く 
ださい。お客様自身による修理は危険ですから絶対におや 
めください。 

異常が態のまま使用すると、感電 • 火災の原因となります。 



メモリの取り付けや取り 
外しを行うときなど、本体 
カバーをあける場合は、パ 
ソコ ン本体および接綿さ 
れている機器の電源を切 
り、電源プラグをコンセン 
卜から抜いたあと、しばら 
く経ってから本体カバーを開けてください。また、電話回 
線からモジュラーケーブルが接続されている場合、モジュ 
ラーケーブルも取り外してください。 

電話回線から着信があった場合、または密雷が起きた場合 
に感電の原因となります。 



〇 周辺機器のケーブルは、 このマニュアルを よく 
読み、正し〈接綿してください。 

誤った接続状態でお使いになると、感電•火災 
の原因となります。また、パソコン本体および周辺機器が 
故障する原因となります。 



電源プラグは、壁のコン 
セント CAC 100 V ) に直接 
かつ確実に接続して < だ 
さい。また、タコ足配線 
をしないでください。 

感電•火災の原因となり 
ます。 


〇 广、 取り外したカバー、キャッ 
しと声す^ プ、キジ、胃ミ也などの部口□口 

X / は、かさなお子様の手の届か 

な 4ないところに置いてくださ 

句。。0：：^广し、。 

につ®。 誤って飲み込むと窒息の原 

因となります。万一、飲み込 
んだ場合は、すぐに医師に相談してください。 
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個包に使用している袋類は、 
お子様の手の届くところに置 
かないでください。 

口に入れたり、頭にかぶった 
りすると、窒息の原因となり 
ます。 


0 


本製品を風呂場やシャワー室 
など、水のかかるおそれのあ 
る場戸斤で使用したり、置いた 
„ りしないでください。 

V 感電•火災の原因となります。 



本製品を風通しの悪い場 
所、火気のある場所、引火 
性ガスの発生する場所で 
使用したり、置いたりしな 
いで < ださい。 

火災の原因となります。 


0 本製品を調理台や加湿器のそば、ほこりの多い 
場所などで使用したり、置いたりしないでくだ 
さし、。 

感電-火災の原因となることがあります。 


0 本製品を直き才日光があたる場所、閉めきった自 
動車内、ストーブのような暖房器具のそばで使 
用したり、置いたりしないでください。 

感電•火災の原因となることがあります。また、破損や故 
障の原因となることがあります。 


4^ 本製品を移動する場合は、電源プラグをコンセ 

ントから抜いてください。また、接続ケーブル 
なども外してください。作業は足元に十分注意 
して行ってください。 

電源ケーブルが傷っき、感電•火災の原因となったり、本 
製品が密下したり倒れたりして、けがの原因となることが 
あります。 


■ご使用になるとき 



振動している場所や傾い 
たところなどの不安定な 
場所に置かないでくださ 
い。 

本製品が倒れたり、落下 
して、けがの原因となり 
ます。 


A 警告 



AC アダプタの電源プラグ 
に、ドライバーなどの金属 
を近づけないでください。 
火災•感電の原因となりま 
す。 


A ミ主意 


0 指定外の機器をパソコン本体に接続して電源を 
取らないでください。 

火災-故障の原因となることがあります。 


0 周辺機器などの取り付け、取り外しを巧う際は、 
指定された場所お外のネジは外さないでくださ 
い。 

指定された場所な外のネジを外すと、けがをするおそれが 
あります。また、故障の原因となることがあります。 


電源ケーブルを傷つけた 
り、加工したりしないでく 
ださい。 

重いものを載せたり、引っ 
張ったり、無理に曲げたり、 
ねじったり、加熱したりす 
ると電源ケーブルを傷め、感電•火災の原因となります。 
修理は、「富±通ハードウェア修理相談センター」、または 
ご購入元にご連絡ください。 




AC アダプタの本体やケーブル、 
電源コード、電源プラグが傷つ 
いている場合は使用しないでく 
ださい。 

感電-火災の原因となります。 
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本体カバーを外した状態で 
電源プラグをコンセントに 
差し込んだり、電源を入れた 
りしないでください。 

感電-火災の原因となりま 
す。 


0 X 



本製品の上や周りに、巧び 
ん•コップなど液体の入った 
ものを置かないでくださし、。 

水などの液体が本製品の内 
部に入って、感電•火災の 
原因となります。 



近くで落雷のおそれがあ 
る場合は、 パソコ ン本体の 
電源を切り、電源コードを 
コンセントから抜き、雷が 
止むまで取り付けないで 
ください。 

そのまま使用すると、密雷 
による感電-火災の原因となります。 


0 



電源プラグを抜くときは 
電源ケーブルを引っ張ら 
ず、必ず電源プラグを 
持って抜いてください。 

電源ケーブルを引っ張る 
と、電源ケーブルの芯線 
が露出したり断線したり 
して、感電•火災の原因となることがあります。 



濡れた手で電源プラグを 
抜き差ししないでくださ 
い。 

感電の原因となります。 



AC アダプタや電源プラグは、 
コンセントの奧まで確実に差 
し込み、不完全な接綿状態で 
使用しないでください。 

火災-故障の原因となること 
があります。 


〇 


1+1 





ワイヤレス LAN (無線 LAN ) の 
注意（ワイヤレス LAN 搭載機 
種のみ） 

次の場所では、 パソコン 本体 
の電源を切るか、無線通信機 
能をオフにしてください。 
無線通信機能からの電波によ 
り、誤動作による事故の原因 
となります。 

-病院内や医療用電子機器の 
ある場所。 

特に手術室、集中治療室 、 CCU (冠が動脈疾患監視病室） 
などには持ち込まないでください。 



-航空機内など無線通信機能の使用を禁止されている場所 
-自動ドア•火災報知機など自動制御機器の近く 
-満員電車の中など付近にム騰ペースメーカーを装着し 
ているおがいる可能性がある場所 

也臓ぺースメ ーカーの装着部位からは 22 cm が上離してく 
ださい。 

電波によりペースメーカーの動作に影響を及ぼす原因と 
なります。 



本パソコンの内部に搭載 
されているリチウム電ミ也 
には触らないでください。 

取りおいを誤ると、人体に 
影響を及ぼすおそれがあ 
ります。 

リチウム電池はご自身で交換せずに、「富±通ハードウュ 
ア修理相談センター」にごホ目談ください。 


0 開口部（通風孔など）から内部に金属類や燃え 
やすいものなどの異物を差し込んだり、落とし 
込んだりしないでください。 

感電-火災の原因となります。 
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本製品をご使用になる場 
合には、部屋を明るくし 
て、画面からできるだけ離 
れてください。 

お使いになる方の体質や 
体調によっては、強い光の 
刺激を受けたり、点滅の繰 
り返しによって一時的な筋肉のけいれんや意識の喪失な 
どの症状を起こす場合がありますので、ご注意ください。 
過ちにこのような症状を起こしたことがある場合は、事前 
に医師に相談してください。 

また、本製品をご使用中にこのような症状を発症した場合 
には、すぐに本製品の使用を中止し、医師の診断を受けて 
ください。 


0 パソコン 本体や AC アダプタの温度が高くなる 
場所に長時間直接触れて使用しないでくださ 
い。 

低温やけどの原因になります。 


0 使用中の パソコン 本体や AC アダプタを布など 
でおおったり、包んだりしないでください。設 
置の際は パソコン 本体と壁の間に 10 cm お上の 
すき間をあけ、通気孔などの開口部をんさがないでくださ 
い。また、通気孔が目詰まりしないように、掃除機などで 
定期的にほこりを取ってください。 

内部に熱がこもり、火災の原因となることがあります。 


〇 へッドホンやイヤホンをご使用になるときは、 
音量を上げすぎないでください。 

耳を刺激するような大きな音量で聞くと、聴力 
に悪い影響を与える原因となることがあります。 


〇 電源を入れたり切ったりする前には音量を最小 
にしておいてください。また、ヘッドホンやイ 
ヤホンをしたまま、電源を入れたり切ったりし 
ないで < ださい。 

突然大きな音や刺激音が出て、聴力に悪い影響を与える原 
因となることがあります。 



么を意 


電源ケーブルをまねた状態で使用しないでくだ 

発熱して、火災の原因となることがあります。 


0 本製品の上に重いものを置かないでくださし、。 

故障-けがの原因となります。 




フロッピーディスクや CD / DVD 、 PC 力ードな 
どのトレイやスロット、モデムや LAN のコネク 
夕など、本製品の開口部に、手や指を入れない 
でください。 

けが-感電の原因となることがあります。 


€) X 


パソコン本体内部の突起物、および指定された 
スイッチお外には、手を触れないでください。 

けがをするおそれがあります。また、故障の原 
因となることがあります。 


〇 本製品をお使いになる場合は、次のことに注意 
し、長時間使い続けるときは1時間に10〜15 
分の休憩時間や休憩時間の間のか休止を取るよ 
うにしてください。 

本製品を長時間使い続けると、目の疲れや首•肩-腰の痛 
みなどを感じる原因となることがあります。画面を長時間 
見続けると、「近視」「ドライアイ」等の目の傷害の原因と 
なることがあります。 

-画面の位置や角度、明るさなどを見やすいように調節す 
る。 

-なるべく画面を下向きに見るように調整し、意識的にま 
ばたきをする。場合によっては目薬をさす。 

-背もたれのあるいすに深く腰かけ、背瓶を伸ばす。 

-いすの高さを、足の裏全体がつく高さに調節する。 

-手首や腕、肘は机やいすの肘かけなどで支えるようにす 
る。 

-キーボードやマウスは、肘の角度が90度な上になるよ 
うに使用する。 


本製品を長期間使用しないときは、ま全のため 
電源プラグをコンセントから抜いてください。 

火災の原因となることがあります。 
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■も'手入れに ついて 

A 警告 


AC アダプタや電源プラグ 
はコンセントからを期的 
に抜いて、コンセントとの 
接続部分のほこリやゴミ 
を乾いた布でよくんき 
取ってください。 

ほこりがたまったままの 
が態で使用すると感電-火災の原因となります。 


■ レーザーのま 全性に ついて 
(CD/DVD ドライブ搭載機種のみ） 

□ CD / DVD ドライブの注意 

本製品に搭載されている CD / DVD ドライブは、レーザーを 
使用しています。 

□クラス1 レーザー 製品 

CD / DVD ドライブは、クラス1レーザー製品について規定 
している米国の保健福祉省連邦規則 （ DHHS 21 CF 民） 
Subchapter J に準拠しています。 

また、クラス1レーザー製品の国際規格である （EC 60825- 
1) 、 CENELEC 規格 (EN 60825 -1) および、 JIS 規格 ( JISC 6802) 
に準拠しています。 

A 警告 


/\ 本製品は、レーザー光線を装置カバーで遮断す 

るま全な構造になっていますが、次のことにご 
注意ください。 

-光源部を見ないでください。 

CD / DVD ドライブのレーザー光の光源部を直接見ないで 
ください。 

また、万一の故障で装置カバーが破損してレーザー光線 
が装置外にもれた場合は、レーザー光線を驅きこまない 
でください。 

レーザー光線が直接目に照射されると、視力障害の原因 
となります。 

-お客様 自 身で分解したり、修理■改造しないでくださし、。 

レーザー光線が装置外にもれて目に照射されると、視力 
障害の原因となります。 


■その他 

A ; ま意 


本製品（付属品を含む）の廃棄については、マ 
パ感 ニュアルの説明にがってください。 

本製品は「廃棄物の赃理及び清掃に関する法律」 
の規制を受けます。 

ワイヤレス キーボード、 ワイヤレスマウスな どには乾電池 
を使用しており、一般のゴミと一緒に火中に投じられると 
乾電池が破裂するおそれがあります。 

使用済み乾電池の廃棄に ついては、マニュアルの 説明に 
従ってください。 
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本書の表記 

■電源プラグとコンセントお状の表記について 

本 パソコンに 添付されている電源 ケーブルの 電源プラグは「平行 2 極接地極付プラグ」です。接続先の コンセントには 「平行 
2極接地極付プラグ (125 V 15 A ) 用 コンセント」 または「平行2極接地用口出線付プラグ (125 V 15 A ) 用 コンセント」 をご利用 
ください。 

「平行2極接地用口出線付プラグ (125 V 15 A ) 用 コンセント」 をご利用の場合は、添付の「平行2極接地用口出線付変換プラグ 
(2 P 変換プラグ)」を取り付けてください。 

^「接地用口出線」とはアース線、「接地極」とはアース部分のことです。 

本文中では、次のように略して表記します。 


名称 

本文中の表記 

平行2極接地極付プラグ 

電源プラグ 

平行2極接地極付プラグ (125 V 15 A ) 用 コンセント 

コンセント 

平行2極あ地用口出線付プラグ (125 V 15 A ) 用 コンセント 

2 ピンのコンセント 

平行2極お地用口出線付変換プラグ 

2 P 変換プラグ 



■本文中の記号 

本文中に記載され ている 記号には、次のような意ホがあります。 


平行2極接地用□出線付プラグ （125 V 15 A ) 用 



記号 

意味 

诊 重要 

お使いになる際の注意点や、してはいけないことを記述しています。必ずお読みください。 

P POINT 

操作に関連することを記述しています。必要に応じてお読みください。 

— * 

参照ページや参照マニュアルを示しています。 


■キーの表記と操作方ま 

本文中のキーの表記は、キーボードに書かれているすべての文字を記述するのではなく、説明に必要な文字を次のように記述 
しています。 

例：に川キー、 Enter 】 キー、卜】キーなど 

また、樓數のキーを同時に押す場合には、次のように「+」でつないで表記しています。 

例： 【 Ctrl 】 + [ F 3] キー、 [ Shift ] +【 U キーなど 
■コマンド入力（キー入力） 

本文中では、コマンド入力を次のように表記しています。 

diskcopy a ： a ： 
t t 

-下の箇所のように文字間隔を空けて表記している部分は、 【 Space 】 キーを1回押してください。 

また、上記のようなコマンド入力を英小文字で表記していますが、英大文字で入力してもかまいません。 

- CD/DVD ドライブなどのドライブ名を、 [ CD/DVD ドライブ]で表記しています。入力の際は、お使いの環境に合わせて、ド 
ライブ名を入力してください。 

例： [ C 0 /DVD ドライブ] ：¥ setup . exe 
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■連続する操作の表記 

本文中の操作手順において、連続する操作手順を、「一」でつなげて記述しています。 

例：「スタート」ボタンをクリックし、「すべてのプログラム」をポイントし、「アクセサリ」をクリックする操作 
丄 

「スタート」ボタンー「すべてのプログラム」一「アクセサリ」の順にクリックします。 

■ BIOS セットアップの表記 

本文中の BIOS セットアップの設定手順において、各メニューやサブメニューまたは項目を、「一」（ハイフン）でつなげて記述 
する場合があります。 

例： 「 Security 」 メニューの 「Password on Boot 」 の 項目を 「 Disabled 」 に設定します。 

丄 

「 Security」 — 「Password on Boot」 : Disabled 

■画面例およびイラストについて 

表記されている画面およびイラストは一例です。お使いの機種やモデルによって、実際に表示される画面やイラスト、および 
ファイル名などが異なることがあります。また、このマニュアルに表記されているイラストは説明の都合上、本来接続されて 
いるケーブル類を省略していることがあります。 

■ CD - ROM の使用について 

本文中の操作手順において、 CD - ROM を使用することがあります。 

操作に必要なドライブが搭載されていないモデルをお使いの場合は、必要に応じて別売の周辺權器を用意してください。使用 
できる周辺機器については、富±通パソコン情報サイト 「 FMWO 艮 LD . NET 」 内にある FMV - ESP 艮 IMO の「システム構成図」 
化邸:// www . fmworld . 打 et / biz / fmv / product / syskou /) をご覧 ください。 

また、周辺權器の使用方法については、周辺權器のマニュアルをご覽ください。 

■カスタムメイドオプションについて 

本文中の説明は、すべて標準仕様に基づいて記載されています。 

そのため、カスタムメイドで選択のオプションを取り付けている場合、メモリ容量やハードディスク容量などの記載が異なり 
ます。ご了承ください。 

■製品の呼び方 

本文中の製品名称を、次のように略して表記します。 

なお、本書ではお使いの 0 S が外の情報もありますが、ご了承ください。 


製品名称 

本文中の表記 

FMV - D 5310 

本パソコン/パソコン本体 

FMV - D 5210 

Microsoft ® Windows ® XP Professional 

Windows XP Professional 

Windows XP 

Windows 

Microsoft ® Windows ® XP Home Edition 

Windows XP Home edition 

Norton AntiVirusTM 2005 

Norton AntiVirus 

ATI 民 ADEOnTM X 300 SE PCI-Express 128 MB DDR DVI-I ATX 

RADEON X 300 SE 


■モデルの表記 

本文中のモデルを、次のように略して表記します。 


モデル 

本文中の表記 

IDE-RAID 搭載 

IDE - RAID モデル 

ワイヤレス LAN (無線 LAN ) 搭載 

ワイヤレス LAN 搭載モデル 


■お問い合わせ先/ URL 

本文中に記載されているお問い合わせ先やインターネットの URL アドレスは2005年10月現在のものです。変更されている場 
合は、「富±通パーソナル製品に関するお問合せ窓口」へお問い合わせください（一「お問い合わせ先について」）。 

警告ラベル/注意ラべ J レ _ 

本製品には警告ラベルおよび注意ラベルが貼ってあります。 

警告ラベルや注意ラベルは、絶対にはがしたり、汚したりしないでください。 
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ユーザー 登録に ついて _ 

本製品のユーザー登録は、富±通パソコン情報サイト 「FMWO 民 LD . NET 」( http :// www . fmworld . net / biz /) から行うことができます。 

IDE - RAID モデルについて_ 


本製品には、標準モデルの他に IDE - 民 AID モデルが準備されています。 

IDE - RAID モデルの詳細については、 『 FMV マニュアル』内のマニュアルをご覽ください。 

商 標および 著作 権について _ 

Microsoft 、 Windows は、ホ国 Microsoft Corporation のホ国およびその他の国における登録商標または商標でず。 

Intel 、 Pentium および Celeron は、アメリカ合ま国およびその他の国における Intel Corporation またはその子会社の商標またはき録商標でず。 
ATI、RADEON it ATI Technologies Inc . の登録商標でず。 

その他の各製品名は、各社の商標、または登録商標でず。 

その他の各製品は、各社の著作物です。 

All Rights Reserved , Copyrigh 憾 FUJITSU LIMITED 2005 

画面の使用に際してホ国 Microsoft Corporation の許諾を得ていまず。 
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1. おずお読みください 

パソコンの巧れにくい使い方 

パソコン 作業を綿けていると、目が疲れ、首や肩が痛くなり、 
腰が痛〈なることがあります。その主な原因は、長い時間同 
じ姿勢でいることや、近い距離で画面やキーボードを見綿け 
ることです。 パソコンを お使いの際は疲労にミ主意し、適切な 
環境で作業してください。 

♦ブラインドやカーテンで、外光が直接目に入ったり画面に 
映り込んだりしないようにする。 

♦目は画面から 40 cm な上離し、画面の高さは水平より下に 
なるようにする。 

♦作業中は、1時間に10分〜15分程度の休憩をとる。 

♦肘かけや背もたれのついた椅子を使用し、座面の高さを調 
節する。 

♦パソコ ンの 周りや足元には、十分なスペースを確保する。 
パソコンを お使いになる ときの 姿勢や環境に ついて、 さらに 
詳しい説明が 『 FMV マニュアル』の 「ハードウ ュア」ー レく 
ソコンの 疲れにくい使い方」に記載されています。あわせて 
ご覧ください。 

谷 POINT 

► 富±通では、独立行政法人産業医学総合研究巧の研究 
に協力し、その成果が「パソコン利用のアクション ■ 
チェックポイント」としてまとめられています。 
詳しくは、富±通ホームぺージ （ http :// design . fujitsu . 
com / jp / universal / ergo / vdt /) の解説をご覧 < ださい。 

使用上のお願い 


♦周辺機器は、縣社純正品をお使いください。 

♦「システムのプロパティ」ウィンドウの 「詳細設定」タブ 
で、 レ^フォーマンス」の 「設定」を クリック すると、 レく 
フォーマンスオプション」ウィンドウが 表示されます。こ 
のウィンドウの 「詳細設定」タブで、 「プロ 七 ッサのスケ 
ジュール」 や「メモリ使用量」の設定を初期設定から変更 
すると パソコンの 動作が不安定になる場合があります。 
これらの項目は、初期設定のままお使いください。 

落雷のおそれがあるときのミ主意 


との接続ケーブル、 LAN ケーブルなどからの誘導雷の侵入が 
考えられます。直撃雷は避雷針によって雷を誘導して対象物 
を保護できますが、誘導雷を防ぐにはケーブル類を抜くなど 
の対策が必要です。 

場合によっては、パソコン本体だけでなく、周辺機器などが 
故障することもあります。故障の状況によっては、修理費用 
が高額になることもあるので、ご注意ください。 

設置について 

本パソコンの設置場所、設置方法を説明します。 

使用および設置に適さない場所 


♦湿気やほこり、油煙の多い場所 
♦通気性の悪い場所 
♦火気のある場所 

♦風呂場、 シャワー 室などの水のかかる場所 
♦直射日光の当たる場所や、暖房器具の近くなど、高温にな 
る場所 

♦電源ケーブルなどのケーブルが足にひっかかる場所 

♦テレビ や スピーカーの 近くなど、強い磁界が発生する場所 

♦ 振動の激しい場所やイ頃レ、た場所など、不を定な場所 

♦車、飛行機、船など、輸送機器への設置 

♦極端に高温または低温になる場所 

♦腐食性ガス（温泉から出る硫黄ガスなど）が出る場所 

♦結露する場所 

Ppoint 

► 本製品の使用環境は温度10〜35で/湿度20〜 80 %RH 
(動作時）、温度 -10 〜60で/湿度20〜 80% RH 啡 
動作時）です。 

► 結露は、空気中の水分が水滴になる現象です。温度の 
ほい場所（クーラーの効いた場所、寒い屋外など）か 
ら、温度の高い場所（暖かい室内、炎天下の屋外な 
ど）へ移動した時に起こります。結露が発生すると故 
障の原因となりますので、ご注意ください。 

► 本製品のそばで鸣煙すると、タバコのヤニや煙がパソ 
コンの内部に入り、 CPU ファンなどの機能をほ下さ 
せる可能性がありますので、ご注意ください。 

► パソコン 本体と壁の間に 10 cm お上のすき間をあけ、 
通気孔などの開口部をんさがないでください。 


落雷の可能性がある場合は、パソコンの電源を切るだけでな 
く、すべてのケーブル類を抜いておくことをお勧めします。 
落雷には、直撃雷と誘導雷の2種類ありますが、パソコンの 
故障は主に誘導雷によって起こります。雷により周囲に強力 
な電磁場ができると発生し、電線や電話線などから侵入する 
のが誘導雷です。パソコンの場合、電源ケーブル、外部機器 
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設置例 


本パソコンは次のように設置してください。 

パソコン 本体は次の図のように縦置き、または横置きにする 
ことができます。設置の際は、 パソコン 本体背面や上面、側 
面にある通風孔をふさがないように注意してください。特に 
横置きする場合は、 パソコン 本体に載せるディスプレイが、 
パソコン 本体の通風孔をふさがないように注意してくださ 
い。通風孔の空気の流れについては、「空気の流れ」（一 P .16) 
をご覧ください。 

■縦置き 



本パソコンを壁などに接して縦置きにする場合、壁などに接 
していない片側だけフットを取り付けます。 


■横置き 

19 kg な下のディスプレイのみパソコン本体の上に載せるこ 
とができます。 



フットの巧わりにゴム足を取り付けることもできます。詳細 
については、「横置きに設置する」（一 P .17) をご覧ください。 


■空気の流れ 

本パソコンの空気の流れは次の図のとおりです。 



縦置きに設置する 


PPOINT 

► キーボードやマウスのケーブルを，フットの溝に通し 
てまとめることができます。その場合は、フットを取 
り付けるときに、あらかじめフットの港にケーブルを 
通しておいてください。 



■フットを2つ使う場合（ダブル） 

本パソコンを壁などに接しないで縦置きする場合、次の手順 
で取り付けてください。 

1フットを、パソコン本体の幅に合わせます。 
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2 パソコン本体にフットを取り付けます。 

フット背面にあるネジ穴に、ネジで固定します。 



■フットを1つ使う場合（シングル） 

本パソコンを壁などに接して縦置きする場合、次の手順で取 
り付けてください。 

1フットを分解します。 



2パソコン本体に分解したフットを取り付けます。 

フット背面にあるネジ巧に、ネジで固をします。 



横置きに設置する 


Ppoint 

► キーボードやマウスのケーブルを、フットの港に通し 
てまとめることができます。その場合は、フットを取 
り付けるときに、あらかじめフットの溝にケーブルを 
通しておいてください。 



■フットを使う場合 
1フットを分解します。 



2分解したフットの上にパソコン本体を載せます。 



■ゴム足を使う場合 

横置きする場合、フットを取り付けるけわりに、 パソコン 本 
体の4隅と中央に添付のゴム足 （5 個）を取り付けて設置す 
ることもできます。 
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1 ゴム足をパソコン本体側面に取り付けます。 
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Ppoint 

► ゴム足を取り付ける場合、縦置きするときのフットに 
接触しない位置に取り付けてください。また、パソコ 
ン本体のゴム足を取り付ける部分は、ほこりなどを拭 
き取ってください。 

► ゴム足を取り付けた後にパソコン本体を移動する場 
合、ゴム足をひきずらないでください。 

これな降の記述にっいては、縦置きを前提としています。横 
置きにする場合は、読み替えてください。 

接続について 


パソコン 本体に、ディスプレイ、キーボード、マウス、電源 
ケーブルなどを接続します。 

A 警告 

ディスプレイ、キーボード、マウス、電源ケー 
ブルの取り付けや取り外しを巧う場合は、パソ 
コン本体および接続されている機器の電源を 
切り、電源プラグをコンセントから抜いた後に 
巧ってください。 

この手順を守らずに作業を巧うと、感電■火災 
または故障の原因となります。 

A ミ主意 

© • ケーブルは、このマニュアルを読み、正しく接 
綿してください。 

誤った接続状態でお使いになると、感電■火災 
の原因となります。また、パソコン本体および 
周辺機器が故障する原因となります。 


A • 本製品を移動する場合は、電源プラグをコンセ 
W ントから抜いてください。また、接綿ケーブル 
なども外してくださし^。作業は足元に十分ミ主意 
して行ってください。 

電源ケーブルが傷つき、感電■火災の原因と 
なったり、本製品が落下したり倒れたりして、 
けがの原因となることがあります。 

• アウトレットはディスプレイの電源供給専用 
です。それが外の用途には使用しないでくださ 
い。 

火災-故障の原因となることがあります。 


ディスプレイ/キーボード/マウスを接続する 



1 電源ケーブルをアウトレットに接続します。 

2 電源ケーブルをディスプレイに接続します。 

電源ケーブル（ディスプレイ用）の片方のプラグを、ディ 
スプレイ背面のインレットに接続します。 

3 マウスを接続します。 

マウスケーブルのコネクタに刻印されているマークの 
面を右向きにして、マウスコネクタの色とパソコン本体 
背面のマウスラベルの色が合うように接続します。 



Ppoint 


► USB マウス（光学ま）をお使いになる場合は，パソコ 
ン本体前面、またはパソコン本体背面の USB コネク 
夕に接続します。このとき、コネクタのおを互いに合 
わせ、まっすぐに差し込んでください。 
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4 キーボードを接続します。 

キーボードケーブルのコネクタに刻印されているマー 
クの面を右向きにして、キーボードコネクタの色とパソ 
コン本体背面のキーボードラべルの色が合うように接 
続します。 


-複数台のディスプレイを接続する場合は、必ず 
Windows のセットアップを巧ってから、2台目の 
ディスプレイを接続してくださし、。セツトアップ 
完了後、一度電源を切ってから2台目のディスプ 
レイを接続してください。 



戶 POINT 


► カスタムメイドでワイヤレスキーボード/マウスを 
選択している場合は、添付されている『ワイヤレスマ 
ウス/キーボードのご使用にあたって J ] をご賣くださ 
い。 



5 ディスプレイケーブルをパソコン本体に接続します。 

ケーブルのコネクタを、パソコン本体背面のデイスプレ 
イコネクタに接続して、ケーブルのコネクタのネジを締 
めます。 



戸 POINT 


► D 5310 をお使いの場合は、カスタムメイドで RADEON 
X 300 SE を選択することができます。カスタムメイド' 
で RADEON X 300 SE を選択している場合は、次の説 
明をご費ください。 

-ディスプレイケーブルは、次の図のコネクタに接続 
してください。 

ディスプレイコネクタ （ DVM コネクタ）が外のディ 
スプレイコネクタは使用できません。また、デュア 
ルリンク対応モニタは使用できませんので、接綿し 
ないでください。 

. アナログ RGB 規格のディスプレイケーブルを接続 
する場合は、次の図のように添付のマルチモニタ 
ケーブルを接綿してください。 

- 1台のディスプレイを接綿する場合は、マルチモ 
ニタケーブルの D - SUB コネクタ 「 VGA 1」 に、 
ディスプレイケーブルを接綿してください。 


A 警告 


® • 

〇, 


濡れた手で電源プラグを抜き差ししないでく 
ださい。 

感電の原因となります。 

電源ケーブルを傷つけたり、加工したりしない 
でください。 

重いものを載せたり、引っ張ったり、無理に曲 
げたり、ねじったり、加熱したりすると電源 
ケーブルを傷め、感電■火災の原因となります。 
修理は、「富±通ハードウ X ア修理ネ目談セン 
ター」、またはご購入元にご連絡ください。 

AC アダプタの本体やケーブル、電源コード、電 
源プラグが傷ついている場合は使用しないで 
ください。 

感電-火災の原因となります。 

AC アダプタや電源プラグはコンセントから定 
期的に抜いて、コンセントとの接続部分のほこ 
りやゴミを乾いた布でよくふき取ってくださ 


〇 

〇 


い。 

ほこりがたまつたままの状態で使用すると感 
電-火災の原因となります。 

AC アダプタや電源プラグは、コンセントの奧 
まで確実に差し込み、不完全な接綿状態で使用 
しないでください。 

火災-故障の原因となることがあります。 

電源プラグは、壁のコンセント （ AC 100 V ) に 
直接かつ確実に接綿してください。また、タコ 
足配線をしないでください。 

感電-火災の原因となります。 
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• 近〈で落雷のおそれがある場合は、パソコン本 
W 体の電源を切り、その後電源コードをコンセン 

卜から抜いてください。 

そのまま使用すると、落雷による感電■火災の 
原因となります。 

© • 電源プラグをコンセントに差し込む前に、必ず 
アース 線をコンセント のアー スネジへ接続し 
てください。 

ま全のため、電源プラグには アース 線が ついて 
います。 アース 接続しないで使用すると、万一 
漏電した場合に、感電の原因となります。 
アース ネジ付の コンセン トが利用できない場 
合は、「富±通パーソナル製品に関するお問合 
せ窓口」、またはご購入元にごネ目談ください。 


A を意 

^ • 電源プラグを抜くときは電源ケーブルを引っ 
W 張らず、必ず電源プラグを持って抜いてくださ 

い。 

電源ケーブルを引っ張ると、電源ケーブルの芯 
線が露出したり断線したりして、感電•火災の 
原因となることがあります。 

A • 本製品を長期間使用しないときは、ま全のため 
W 電源プラグをコンセントから抜いてくださし、。 

火災の原因となることがあります。 



1 電源ケーブルのプラグをパソコン本体背面のインレツ 
卜に接続します。 



2 電源ケーブルの電源プラグをコンセント （ AC 100 V ) に 
接続します。 

アース線をアース端子のネジにネジ止めしてから、電源 
プラダをコンセントに接続してください。 

2 ピンのコンセン トの場合は、 2 P 変換プラグに付いてい 
るアース線を、アース端子のネジにネジ止めします。そ 
の後、添付の 2 P 変換プラグを取り付けて コンセントに 
接続してください。 



電源を入れる 


注意事項 _ 

♦ご購入後、初めて電源を入れる場合は、周辺機器の取り付 
けなどを行わないでください。 

♦電源ランプは、スタンバイが態になるとオレンジ色に点灯 
します。 

♦パソコン 本体の電源を入れる前に、必ずディスプレイが接 
続されていることを確認してください。ディスプレイを接 
続しないで パソコン 本体の電源を入れると、ディスプレイ 
が認識されず、画面が正常に表示されない場合がありま 
す。この場合、アナログディスプレイをお使いの方は、ア 
ナロダディスプレイを接続して 0 S を終了させてから電源 
を切り、その後電源を入れ直してください。 

♦デジタルディスプレイを直接コンセントに接続してお使 
いになる場合、パソコン本体の電源を入れる前に、必ずデ 
ジタルディスプレイの電源が入っていることを確認して 
<ださい。パソコン本体の電源を入れた後にデジタルディ 
スプレイの電源を入れた場合、画面は表示されません。こ 
の場合、パソコン本体の電源を切り、その後電源を入れ直 
してください。 
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♦ディスプレイの電源ケーブルを本パソコンに接続してい 
る場合、ディスプレイの電源は本パソコンの電源と連動し 
て入ります。そのため、ディスプレイの電源ボタンは一度 
押しておけば、な後操作する必要はありません。 

次回からはパソコン本体の電源ボタンを押すだけで電源 
が入ります。 

♦画面が中央に表示されない場合は、ディスプレイにあった 
周波数が設定されているか確認してください。それでも中 
央に表示されない場合は、ディスプレイ側で調整してくだ 
さい。 

♦電源を入れた後すぐに電源を切る場合は、 0 S が起動して 
から「電源を切る」（一 P .25) に従って電源を切ってくだ 
さい。 

♦画面表示の開始や表示モードが切り替わるとき、一時的に 
画面が乱れたり、横線が見えることがあります （Windows 
の起動•終了画面、省電カモードからの復帰時など）。こ 
れは故障ではありませんので、そのままお使いください。 
♦電源を入れた後、ディスプレイに 「 FUJITSU 」 ロゴが表示 
されている間に、本パソコンは、パソコン内部をチェック 
する 「POST (ポスト ： Power On Self Test ) 」を行います。 
POST 中は電源を切らないでください。 POST の結果、異 
常があれば ェラーメ ッ セージが 表示されます。 ェラーメッ 
セージに ついては 『FMV マニュアル』 をご覚ください。 
♦システム 起動時（開封契約時を含む）や システム 終了時、 
または 「Norton Antivirus 」 のウィンドウが表示される瞬間 
に、一瞬帯状に画面が乱れることがあります。故障ではあ 
りませんので、そのままお使いください。 

♦周辺機器の取り付けなどのとき、アッパーカバーを取り外 
したまま電源を入れないでください。 

♦電源を切った後すぐに電源を入れる場合は、10秒が上時間 
をあけてください。 

♦画面に何も表示されないときは、次のことを確認してくだ 
さい。 

. パソコン 本体背面のメイ ン スイッチはオンになってい 
ますか。 

-ディスプレイの電源は入っていますか。 

-省電カモードが設定されていませんか。 

マウスを動かすか、どれかキーを押してください。パソ 
コン本体の電源ランプがオレンジ色になっている場合、 
ACPI モードの S 3 に移行している可能性があります。電 
源ボタンを押してください。電源ボタンを押してから30 
秒な上たっても画面に何も表示されない場合、電源ボタ 
ンを4秒な上押し続け、電源を一度切ってください。 

-ディスプレイのケーブルは、正しく接続されていますか 
卜 P .18)。 

-ディスプレイの電源ケーブルは、アウトレットに接続さ 
れていますか（一 P .18)。 

-ディスプレイのブライトネス/コントラストボリュー 
ムは、正しく調節されていますか。ブライトネス/コン 
トラストボリュームで画面を調節してください。 


電源の入れ方 

A を意 

0 * 電源を入れた状態で持ち運んだり、衝撃や振動 
をちえたりしないでください。 

故障の原因となります。 

1ディスプレイの電源ボタンを巧します。 

この時点では、画面に何も表示されません。 



2 パソコン本体背面のメインスイッチを「 I 」側に切り換 
えます。 



户 POINT 

►一度 「I 」側に切り換えたら、本パソコンを起動する 
たびに切り替える必要はありません。 

3パソコン 本体の電源ボタンを巧します。 

ディスプレイとパソコン本体の電源ランプが緑色に点 
灯します。 

電源が入ると、ディスプレイに 「 FUJITSU 」 ロゴが表示 
され、その後システムが起動します。 

ご購入後、初めて電源を入れると、 Windows のセット 
アップ画面が表示されます。その場合は、「セットアッ 
プ」（一 P .22) をご覚になり、操作を続けてください。 
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七ジトアップ 

丰刀めて電源を入れた後に行う Windows の初期設定 (Windows 
セットアップ） について 説明します。必ず、本書の手順に 
がって操作してください。 

次の「注意事項」をよくお読みになり、電源を入れて Windows 
セットアップを始めます。 

ま意事項 

♦ Windows セットアップを行う前は、次の点にご注意くださ 
い。 

•周辺機器（カスタムメイドオプションを除く）を取り付 
けないでください。 

- LAN ケーブルを接続しないでください。 

-オプションカードをセットしないでください。 

- BIOS をご購入時の設定から変更しないでください。 
Windows セットアップが正常に行われなかったり、エラー 
メッセージが表示される場合があります。 

上記の項目は、セットアップを行い、「必ず実行してくだ 
さい」を実行してから、行うようにしてください。 
♦カスタムメイドでワイヤレス キー ボード/マウスを選がし 
ている場合は 、 『FMV マニュアル』 内の『ワイヤレスマウ 
ス/キーボード取扱説明書』をご覧ください。 

♦ Windows セットアップの各ウィンドウが完全に表示されな 
いうちにキーを押すと、 Windows 七ットアップが完全に行 
われない場合があります。ウィンドウが完全に表示されて 
から、キーまたはマウスで操作してください。 

♦セットアップ中は、不用意に電源を切らないでください。 

♦ Windows 七ットアップが進められなくなったときは、「セッ 

トアップで困ったときは」（一 P .24) をご覧ください。 

Windows XP 七ットアップ 

1 本パソコンの電源を入れます（一 P .20)。 

しばらくすると 、 「Microsoft Windows へようこそ」が表 
示されます。 

2 「次へ」をクリックします。 

「使用許諾契狗」が表示されます。 

「使用許諾契狗書」は、本パソコンにあらかじめインス 
トールされている Windows を使用するうえでの契狗を記 
述したものです。 

3 「使用許諾契約書」をよく読み、「同意します」をクリッ 
クし、「次へ」をクリックします。 

「コンピュータを保護してください」と表示されます。 

Ppoint 

► 「同意しません」を選択した場合は、「次へ」をクリッ 
クした後、メッセージに従って操作してください。 


4 「自動更新を有効にし、コンピュータの保護に役立てま 
す」をクリックし、「次へ」をクリックします。 

「コンピュータに名前を付けてください」と表示されま 
す。 

5「このコンピュータの 名前」 と「コンピュータの 説明」を 
入力し、「次へ」をクリックします。 

■ Windows XP Professional の場合 

「管理者パスワードを設定してください」と表示されま 
す。 

■ Windows XP Home Edition の場合 

「インターネット接続を確認しています」と表示されま 
す。しばらくすると、「インターネットに接続する方法 
を指をしてください」と表示されます。 ワイヤレス LAN 
搭載モデルでは「インターネット接続が選択されません 
でした」と表示されます。 

手順8へ進んでください。 

Ppoint 

► 「コンピュータの説明」は省略できます。 

また、コンピュータの名前や説明は、セットアップ終 
了後にあらためて設定することもできます。 

6 「管理者パスワード」と「パスワードの確認入力」にパ 
スワードを入力し、「次へ」をクリックします。 

「この コンピュータを ドメインに参加させますか？」と表 
示されます。 

Ppoint 

► パスワードでは大文字/か文字が区別されます。 

► 「設定が完了しました」と表示された場合は、手順10 
へ進んでください。 

7 「いいえ..」をクリックし、「次へ」をクリックします。 

「インターネット接続を確認しています」と表示されま 
す。しばらくすると、「インターネットに接続する方法 
を指定してください。」と表示されます。ワイヤレス LAN 
搭載 モデルでは 「インターネット接続が選択されません 
でした」 と表示されます。 

Ppoint 

►「 Mic の soft にユーザー登録する準備はできましたか？」 
と表示された場合は、手順9へ進んでください。 

8 「省略」をクリックします。 

「Microsoft にューザー登録する準備はできましたか？」と 
表示されます。 

9 「いいえ、今回はユーザー登録しません」をクリックし、 
「次へ」をクリックします。 

「設定が完了しました」と表示されます。 
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10 「完了」をクリックします。 

■ Windows XP Professional の場合 

本 パソコンの 再起動後、 パスワ ー ドの 入力画面が表示 
されます。 

■ Windows XP Home Edition の場合 

本パソコンの再起動後、手順12へ進んでください。 
11手順6で入力したパスワードを入力し、「一」をクリック 
します。 


15 Windows XP Professional の場合は、手順6で入力したパ 
スワードを入力し、「一」をクリックします。 

これで、 Windows セットアップが完了しました。 

この後は、「セットアップ後」（一 P .23) をご覧になり、必要 
な操作を行ってください。 

七ットアップ後 


PPOINT 

► 画面下の通知領域に警告が表示されたら、「必ず実行 
してください」を実行後、ウイルス対策ソフトをイン 
ストールし、ウイルス対策を最新の状態にしてくださ 
い。 


12「スタート」 メニ ューの「必ず実行してください」をク 
リックします。 

「このパソコンに最適な設定を行います」ウィンドウが 
表示されます。 


I vviriuuvvv / 


% 

み 


Windows ム_ピ_ターカー 


ファイルと記ミのおをウイザ-ド 


*7 定 

、占ブリシが: FAX 

ヘルブとサボート(ぶ 
巧索を） 

〇ファイルををおミして実行做.. 


すべてのブ □ ヴラム化 ）> 




が重要 

► 「必ず実行してください」を行わないと、セットアッ 
プの最終設定が行われません。必ず手順どおりに実行 
してください。 


13「実行する」をクリックします。 

最終設定が行われ、再起動メッセージが表示されます。 

が重要 

► 最終設定を正しく行うために、必ず「実行する」をク 
リックしてください。 


セットアップが終わったら、パソコンを使い始める前に、次 
の操作を行ってください。 

•セキュリティ対策 

ウイルス対策や不正アク七スに関する対策など、お使いの 
パソコンについてのセキュリティが策は、システム管理者 
の指示に従い、お客様自身が責任をもって行ってください。 
初めてインターネットに接続する際は、 LAN などに接続し 
てインターネットを始める前に、次のセキュリティ対策を 
行ってください。 

し ネットワーク管理者に確認し、 LAN などの設定や接 
続を行います。 

2. 「Windows Update 」 を実行し、 Windows をより安全な 
状態に更新します。 

「スタート」ボタンー「すべてのプロダラム」一 
「Windows Update 」 をクリックし、必要な更新をイン 
ストールします。 

3. Office 製品をお使いの場合は 、 「Windows Update 」 の 
ホームページにある 「 Office のアップデート」を実行 
し、より安全なが態に更新します。 

4. ウイルス対策ソフトをインストールし、ウイルス対策 
のデータファイルを最新にします。ウイルス対策ソフ 
卜 「 NortonAntivirus 」 については、 『 FMV マニュアル』 
の「トラブルシューティング」一「トラブルに備えて」 
-「コンピュータウイルス対策」をご覧ください。 

実行にあたっては、ネットワーク管理者の指示に従ってく 
ださい。 

なお、 『 FMV マニュアル』をご覽になるためには、インター 
ネットに接続できる環境が必要になります。ネットワーク管 
理者に確認し、 LAN などの設定を行ってください。 


14 roKj をクリックします。 

本パソコンが再起動します。 

Windows XP Professional の場合は、本パソコンの再起動 
後、パスワードの入力画面が表示されます。 

が重要 

► 「復元ポイントの作成」を巧う場合は、「必ず実行して 
ください」を実行後、再起動してから巧ってください。 


また、必要に応じて、次の操作を行ってください。 

• Intel ® Pentium ® 4プロセッサレ、イパー.スレッデイング. 
テクノロジ対応）の CPU を搭載している機種は、ハイパー- 
スレッデインダ-テクノロジ機能がお使いになれます。 
詳しくは、レ、イパー.スレッデイング•テクノロジ機能 
の設定」（一 P . 2 4) をご覧ください。 

♦ IDE - RAID モデル （ D 5310 のみ）をお使いの場合は、 「 IDE - 
RAID ユーテイリテイのシンクロナイズ機能を設定する」 
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(一 P .25) をご覧になり、シンクロナイズ機能を定期的に 
実行するよう設定してください。 

♦カスタムメイドで r StandbyDisk SoloJ を選択した場合は、 
『 FMV マニュアル』の「ソフトウユア」一「ソフトウュア 
一覧」をご覧になり、インストールや設定を行ってくださ 
い。 

•カスタムメイドオプションを選択している場合は 、 『FMV 
マニュアル』内の「カスタムメイドオプション」にあるマ 
ニュアルをご覚ください。 

♦必要に応じて、ソフトウュアの追加や削除を行うことがで 
きます。ソフトウェアについては 、 『FMV マニュアル』 の 
「ソフトウェア」一「ソフトウェアー覧」をご覧ください。 

その他の設定については 『 FMV マニュアル』をご覧ください。 

七ットアップで困ったときは 


セットアップ中に動かなくなった、など困ったことがあった 

ときには、次の項目をご覧ください。 

□電源を入れても画面が表示されない 

♦電源を切り、ディスプレイなどの接続を確認してくださ 
い。 

□ Windows セットアップが進められなくなった 

♦「電源を切る」（一 P .25) をご覧になり、本 パソコンの 電源 
を一度切った後でセットアップをやり直してください。 

♦途中で電源を切ると、次に電源を入れたときに再起動を繰 
り返したり、 「システムのインス トールが完全ではありま 
せん」などのメッセージが表示され、 Windows が起動しな 
<なることがあります。 

この場合は、 「 FUJITSU 」 ロゴが表示されているときか、ま 
たはメッセージが表示されているときに、電源ボタンを4 
秒な上押し続けて強制的に電源を切り、リカバ y 操作を 
行ってください。 

□電源を入れた後、画面が中央に表示されない、画面が見に 

くし、 

♦設定機能があるディスプレイをお使いの場合は、ディスプ 
レイのマニュアルを ご覧になり調整してください。 

□起動時などの音がうるさい 

• Windows 七ッ ト アップ 時に音が鳴ります。 スピーカーを 接 
続している場合は、ボリュームを調整してください。 

□「新しいハードウ X アの追加ウィザード」ウィンドウが表 
でされる 

♦お使いの モニタに 合わせたドライバをインストールして 
ください。 


ハイパー■スレツデイング-テクノロジ機能の 
設定 


ハイパー.スレッ ディ ン ダ.テクノロジ機能とは、 0 S 上で 
物理的な1 つの CPU を仮想的に2 つの CPU のように見せる 
ことにより、1 つの CPU 内でプログラムの処理を同時に実行 
し、 CPU の処理性能を向上させるテクノロジです。樓數のソ 
フトウュアを同時に使っている場合でも、処理を スムーズに 
行うことが可能です。 

■ミ主意事項 

♦ハイパー. ス レッ ディング-テク ノロ ジ機能は 、 Windows 
XP モデルで 、 Microsoft Windows XP Service Pack 2 セキユ 
リティ強化機能搭載（な降 、 Windows XP SP 2) をインス 
卜ールした場合のみお使いになれます 。 WindowsXP SP 2 を 
インストールしていない場合の動作保証はいたしません。 
なお 、 Windows XP モデルには、あらかじめ Windows XP 
SP 2 がインストールされています。 

♦ご使用になるソフトウュア（本体添付のソフトウュアを含 
みます）の組み合わせによっては、 ハイパー •スレツディ 
ンダ.テクノロジ機能により次のような現象が発生する場 
合があります。 

-処理速度が向上しない。または逆に低下する 
- Windows のシャッ トダウン時、または再起動時に正常に 
終了せずに途中で停止する 

- Windows のシャットダウン時、または再起動時に「プロ 
ダラムの終了」ウィンドウで、「このプログラムは応答 
していません」が表示される 

その場合は、手順2で設定した BIOS を 「 Disabled 」 に設定 
してからリカバリを行い、ハイパー•スレッディング•テ 
クノロジ機能を無効にしてご使用ください。 

ソフ トウ エアのハイパー.スレツデイング•テクノ ロジ機 
能への対応状況については、各ソフトウ ュアの 販売元にご 
確認ください。 

♦ハイ パー •スレッディン ダ.テクノ ロジ權 能をいったん有 
効に設定した後、無効の状態に戻す場合は BIOS 七ットアッ 
プを起動し、 「 Disabled 」 に変更してからリカバリを実行し 
てください。 

■ハイパー-スレッディング-テクノロジ機能を有効 
にする 

1 BIOS セットアップを起動します。 

2 「 Advanced 」 メニユーの 「CPU Features 」一 「Hyper 
Threading Technology 」 を 「 Enabled 」 に設定します。 

谷 POINT 


► 本パソコンのご購入時の設定は、 「 Disabled 」 です。 
3 [ Esc ] キーを巧します。 
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4「 Exit 」 メニューの 「Exit Saving Changes 」 を選がして、 
Enter 】 キーを巧します。 

「 Save configuration changes an 日 exit now ?」 といつクッ七'— 

ジが表示されます。 

5 「 Yes 」 を選がして、 【 Enter 】 キーを巧します。 

本 パソコ ンが再起動します。 

再起動後、デバイスマネージャで次のが態になっている 
ことを確認してください。 

- 「コンピュータ」： ACPI マルチプロセッサ PC 
• 「プロセッサ」： Intel (民） Pentium (民）4 CPU n.nnGHz 
(お使いの CPU が表示されます） 

「プロセッサ」には同じ名称が2っ表示されます。 

■ DE - RA のユーテイリテイのシンクロナイズ機能 
を設定する 

IDE - RAID モデル ( D 5310 のみ）には、ディスクアレイの一 
貫性をチュックするシンクロナイズ機能があります。 
Windows のセットアップ終了後、次の手順に従って必ずシン 
クロナイズ機能を定期的に実行するよう設定してください。 
IDE - RAID ューティリテイなどにっいては、 『 FMV マニュア 
ル』内のマニュアルに記載されています。あわせてご覧くだ 
さぃ。 

■ IDE - RAID ユーテイリテイのシンクロナイズ機能を 
設定する 

設定を変更する前に、必ず管理者権限を持ったューザーとし 
てログオンしてください。 

1 「スタート」ボタンー「すべてのプログラム」一 「 Promise 」 
— » 「 Fasttrak 」 一 「FastCheck Monitoring Utility 」 の順に 
クリックします。 

「 FastCheck モニタリングユーティリテイ」ウインドウが 
表示されます。 

2 「オプション」タブをクリックします。 

3 「アレイシンクロナイズのスケジュール」の「使用禁止」 
のチェックを外し、「エラーの発生時」の「修復」を 
チェックします。 

4 「イベントのスケジュール」を設定します。 

5 「適用」をクリックし、ウィンドウを閉じます。 

戸 POINT 

► 「イベントのスケジュール」は、「毎月」または「毎週」 
に設定することをお勤めします。パソコン本体の電源 
が入っていないと、シンクロナイズが動作しません。 
確実に電源が入っている日時を設定してください。 

► シンクロナイズの動作中はパフオーマンスがほ下し 
ます。できるだけ装置使用率のほい時間帯を設定して 
ください。 


電源を切る 


注意事項 _ 

♦電源を切る前に、すべての作業を終了し、データを保存し 
てください。 

♦電源を切る前に、ディスクアクセスランプやフロッピー 
ディスクアクセスランプ（一 『 FMV マニュアル』）が消え 
ていることを確認してください。点灯中に電源を切ると、 
作業中のデータが保存できなかったり、フロッピーディス 
クや ハー ドディスク内部のデータが破壊されたりする可 
能性があります。 

•長期間お使いにならない場合は、パソコン本体背面のメイ 
ンスイッチを「〇」側に切り換えてください。 

♦自己診断 （ POST ) 時に電源を切らないでください。 0 S が 
完全に起動してから、「電源の切り方」（一 P .25) に従って 
電源を切ってください。 

♦通常の手段で電源が切れない場合や再起動できない場合、 
4秒な上電源ボタンを押し続けて、電源を切ってください。 
ただし、電源ボタンを4秒な上押し続けて電源を切ると、 
ハードディスクを破壊するおそれがあります。緊急の場合 
が外は行わないでください。 

♦電源を切った後すぐに電源を入れる場合は、10秒な上時間 
をあけてください。 

電源の切り方 _ 

「スタート」ボタンー「終了オプション」一「電源を切る」の 

順にクリックします。 

OS が終了し、本パソコンの電源が切れます。 



谷 POINT 

► 上記操作で電源が切れない場合、次の手順で電源を 
切ってください。 

1. 【 Ctrl 】 + [ Alt ] + 【 Delete 】 キーを巧します。 

2. Windows を終了します。 

表示されるウィンドウによって手順が異なりま 
す。 

- 「 Windows タスクマネー ジャ」 ウィンドウが表示 
された場合 

「シャツトダウン」メニュ—— * I ■コンピュータの 


電源を切る」の順にクリックします。 
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- 「Windows のセキュリティ」ウィンドウが表示さ 
れた場合 

1. 「シャットダウン」をクリックします。 
「Windows のシャツトダウン」ウインドウが 
表でされます。 

2. 「シャットダウン」を選択し、 「OK」 をクリッ 
クします。 

それでも電源が切れない場合は、電源ボタンを4砂お 
上巧してください。 

上記の画面で「再起動」を選がすると、本パソコンを 
巧起動することができます。ソフトウXアをインス 
トールした場合や、使用中のソフトウエアがなんらか 
の理由で動かなくなった場合などに、巧起動を行いま 
す。再起動すると、メモリ内のデータが消失します。 
再起動する前に、必要なデータは保存してください。 


2. お要に応じてお読みください 

BIOS の設定をご膊入時の巧態に戻す 

〜 圍圓 ■ ii wTTa J B F 

BIOS セットアップの設定値を、本パソコンご購入時の状態 
に戻す方法について説明します。 

本 パソコンを 起動し、 「 FUJITSU 」 ロゴが表示されている間に 
[F2 ] キーを 押すと、 BIOS セットアップが起動します。 BIOS 
の設定値をご購入時の設定に戾すには、 「Exit」 メニューの 
「Load Setup Defaults 」 を実行した後、設定を保存してくださ 
い。 

この後、カスタムメイドオプションに応じて、次の設定を必 
ず変更してください。 

♦カスタムメイドで内蔵 FDD 追加を選択している場合 

• 「 Advanced」 _ I Internal Devices Configurations」 _ 「Floppy 
Disk Controller」 : Enabled 

が重要 

► rLoad Setup DefaultsJ を実行しても、セキュリティ 
チップや BIOS のパスワードの設定は、現在お使いの 
状態のまま変更されません。 

戸 POINT 

► ディスプレイの種類によっては画面の表示が遅く、 
「 FUJITSU」 ロゴや Windows の起動時のロゴの表示が 
確認できない場合があります。 

その場合は、 BIOS セットアップを起動する際、本パ 
ソコンの再起動後に 【F2】 キーを数回押してくださし、。 


リカバリが煩 

Windows が起動しないなどの問題が発生した場合、ハード' 
ディスクの領域を変更したい場合は、リカバリを行います。 


リカバリの概要と手順 


■概要 

y カバリとは、「リカバリディスク」を使用して、 0S、 ドラ 
イバなどのプレインストールソフトウュアをご購入時のが 
態に戻す操作です。 

「リカバリディスク」では、次の方法で y カバリを実行でき 
ます。 
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• c ドライブのみご購入時の状態に戻す（推奨） 
ハードディスクの領域は現在お使いの状態のまま、 C ドラ 
イブのみご購入時の状態に戻します。 D ドライブが降は、 
変更されません。 

この方法でリカバリを行うと、 C ドライブのデータはすべ 
て失われます。あらかじめ必要なデータはバックアップし 
ておいてください。 

♦領域をご購入時の設定に戻した後、 C ドライブをご購入時 
のが態に戾す 

ハードディスクの領域と C ドライブの内容をご購入時の設 
定に戾し、 D ドライブをフォーマットします。 

この方法でリカバリをす于うと、ハードディスク内のデータ 
はすべて失われます。あらかじめ必要なデータはバック 
アップしておいてください。 

♦領域を任意に設定した後、 C ドライブをご購入時の状態に 
戻す 

領域を任意に設定した後、 C ドライブの内容をご購入時の 
状態に戻し、 D ドライブをフォーマットします。領域は、 
1 GB 単位で2区画まで設定できます。 

この方法でリカバリを行うと、ハードディスク内のデータ 
はすべて失われます。あらかじめ必要なデータはバック 
アップしておいてください。 

■手順 

リカバリは次の手順で行います。 

1 リカバリ前の準備（一 P .27) 

2 リカバリ方法（一 P .28) 

注意事項 


♦リカバリを行うと、 C ドライブのデータはすべて失われま 
す。また、「領域をご購入時の設定に戾した後、〔ドライブ 
をご購入時のが態に戾す」や「領域を任意に設定した後、 
C ドライブをご購入時のが態に戻す」を選択した場合は 、 D 
ドライブな降のデータもすベて失われます。必要に応じて 
事前にバックアップしておいてください。 

•「 C ドライブのみご購入時の状態に戻す雕奨)」を選択した 
場合は、 C ドライブが外のドライブは変更されません。 
♦七キュリテイチップで、フォルダやファイルの暗号化を 
行っている場合は、リカバリ前に復元用のバックアップを 
とっておいてください。復元用のバックアップデータがな 
いと、データが読み出せなくなることがあります。 
これによる損害などの責任は一切負いかねますので、あら 
かじめご了承ください。 

詳しくは、 『 FMV マニュアル』 内の マニュアルをご覧く だ 
さぃ。 

♦周辺機器を取り付けている場合は、それらを一度取り外 
し、ご購入時の状態に戻してください。 


♦ リカバリを終えて七ットアップが終了するまで、 LAN ケー 
ブルを接続しないでください。 LAN ケーブルを接続して 
七ットアップを行うと、エラーメッセージが表示されるこ 
とがあります。 

♦カスタムメイドオプションのアプリケーションはリカバ 
リされません。 

♦領域設定できる最大容量はお使いになるハードディスク 
により若干異なります。 

♦リカバリには時間がかかります。時間に余裕を持って、操 
作を実行してください。 

• Windows 起動中に「リカバリディスク」をセットすると、 
rWindows が実行する動作を選んでください」と表示され 
ます。「キャンセル」をクリックしてください。 

リカバリ操作 

- 

本パソコンの C ドライブをご購入時の状態に戻す「リカバ 
リ」の方法を説明します。 

PPOINT 

► リカバリに関する注意事項卜 P .27) をよくお読みの 
うえ、リカバリを行ってください。 

リカバリ前の準備 

リカバリを実行する前に、次の操作を行ってください。 

■巨 IOS 設定について 

BIOS の設定をご購入時の状態に戻します（一 P .26)。 

戸 POINT 

► BIOS セットアップの設定をご購入時と異なる設定に 
していると、 エラーメ ッ セージが 表示されることがあ 
ります。 

■ CD / DVD ドライブが内蔵されていないモデルをお使 
いの場合 

次の手順をご覧になり、 BIOS セットアップの設定を変更し 
てください。 

1 本パソコンにポータブル CD / DVD ドライブを接続しま 
す。 

ポータブル CD / DVD ドライブは、 rDVD - ROM & CD - R / 
民 W ドライブ ユニット （ USB ) ( FMV - NCB 52)」 をお勧め 
します。 

2 本パソコンを起動し、 「 FUJITSU 」 ロゴが表示されてい 
る間に 【 F 2】 キーを巧します。 

BIOS セットアップ画面が表示されます。 

3 「Advanced」 メ ニユーの 「USB Features J —「USB Legacy 
S 叩 port」 を 「Enabled」 に設定します。 
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4 [Esc] キーを 2 回巧し、 「 Exit 」 メニューの 「Exit Savin 目 
Changes 」 を実行します。 

本パソコンが再起動します。 

5 「 FUJITSU 」 ロゴが表示されている間に 【 F2 】 キーを巧 
します。 

6 「 Boot 」 メニューの 「Boot Device Priority 」一 「Excluded 
from boot order 」一 「USB CD/DVD 」 を 選 巧し、 【 X 】キー 
を巧します。 

選択したドライブの名称が 「Boot Priority Order 」 の方に 
移動します。 

7 [Esc] キーを 2 回巧し、 「 Exit 」 メニューの 「Exit Saving 
Changes 」 を 実行します。 

リカバリ方法 


次のものを用意してください。 

♦けカバリディスクし2、3、4、5」 

1 本パソコンを起動します。 

2 「 FUJITSU 」 ロゴの下に文字が表示されている間に、 
[ F 12] キーを巧します。 

「 BootMenu 」 が表示されます。 

【 F 12】 キーは軽く押しただけでは認識されない場合があ 
ります。しばらくの間押してください。 

芦 POINT 

► ディスプレイの種類によっては画面の表示が遅く、 
「 FUJITSU 」 ロゴや Windows の起動時のロゴの表示が 
確認できない場合があります。 

その場合は、 BIOS セットアップを起動する際、本パ 
ソコンの 再起動後に 【 F 12】 キーを数回巧してくださ 
い。 

►「Boot Menu 」 が表示されない場合は、 【 Ctrl 】 + [ Alt ] 
+ [ Delete ] キーを巧して本パソコンを再起動し、も 
う一度操作してください。 

3 「リカバリディスク1」をセットします。 

4 「 CD / DVD 」 または 「 USBCD / DVD 」 を選択し、 【 Enter 】 
キーを巧します。 

「 USBCD / DVD 」 は、 CD / DVD ドライブが内蔵されてい 
ないモデルをお使いの場合に選おしてください。「使用 
許諾」ウィンドウが表示されます。 

5 「使用許諾契約書」をよく読み、「同意します」をクリッ 
クします。 

「リカバリ メニュー」 ウィンドウが表示されます。 

6 「メニュー」 から「リカバリの実行」を選択し、「実行」 
をクリックします。 

「「リカバリの実行」ウイザード」ウィンドウが表示され 


8 「ソフトウ X アの使用条件」をよく読み、「同意する」を 
クリックし、「次へ」をクリックします。 

「リカバリ方法を選択してください。」と表示されます。 

9 リカバリ方まにより、次の操作を実行します。 

■「 C ドライブのみご購入時の状態に戻す（推裝)」を 
選択し、「次へ」をクリックします。 

「リカバリを実行します。」と表示されます。 

手順12に進んでください。 

が重要 

► C ドライブのデータはすべて失われます。あらかじめ 
必要なデータはバックアップしておいてください。 

■「領域をご購入時の設定に戻した後、 C ドライブをご 
購入時の状態に戻す」を選巧し、「次へ」をクリック 
します。 

「リカバリを実行します。」と表示されます。 

手順12に進んでください。 

が重要 

► ハードディスク内のデータはすべて失われます。あら 
かじめ必要なデータはバックアップしておいてくだ 
さし、。 

■「領域を任意に設定した後、 C ドライブをご購入時の 
状態に戻す」を選がし、「区画設定」をクリックしま 
す。 

「ハードディスクの区画設定」ウィンドウが表示され 
ます。 

が重要 

► ハードディスク内のデータはすべて失われます。あら 
かじめ必要なデータはバックアップしておいてくだ 
さし、。 

10 領域を設定します。 


ます。 

7 「次へ」をクリックします。 
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■ ハードディスク全体を2区画で使用する場合 

「変更後のハードディスクの区画」のつまみを調節 
し、区画を設定して、 「 0K 」 をクリックします。領 
域は 1GB 単位で設定できます。 

「リカバリ方法を選おしてください。」画面に戻りま 
す。 

■ハードディスク全体を1区画で使用する場合 

「変更後のハードディスクの区画」の「ハードディス 
クを1区画に設定する。」にチユックをつけて、 

「 0K 」 をクリックします。 

「リカバリ方法を選択してください。」画面に戾りま 
す。 

が重要 

► 現在の領域設定を変更しない場合や、ご購入時から領 
域の設定を変更していない場合も、ハードディスク内 
のすベてのデータが失われます。 

11 「次へ」をクリックします。 

「リカバリを実行します。」と表示されます。 

12 「次へ」をクリックします。 

しばらくすると「システムのリカバリ」ウィンドウが表 
示され、リカバリが始まります。 

rCD-ROM ドライブに y カバリディスク n を入れてくだ 
さい。」と表示されたら、「リカバリディスク n 」 を七ッ 
卜し、しばらくしてから 「 OK 」 をクリックします。「リ 
カバリディスク」は、画面に表示されたものをセットし 
てください。 

y カバリが終了すると「リカバリが終了しました。」と 
表示されます。 

13 「リカバリディスク5」を取り出し、「完了」をクリック 
します。 

「リカバリメニュー」ウィンドウが表示された後、本パ 
ソコンが再起動します。 

■ CD / DVD ドライブが内蔵されているモデルをお使い 
の場合 

手順18に進んでください。 

■ CD / DVD ドライブが内蔵されていないモデルをお使 
いの場合 

手順14に進んでください。 

14 「 FUJITSU 」 ロゴが表示されている間に 【 F 2】 キーを巧 
します。 

BIOS セットアップ画面が表示されます。 

15 ポータブル CD / DVD ドライブを取り外します。 

16 「 Advanced 」 メニユーの 「USB Features 」一 「USB Legacy 
Support 」 を 「 Disabled 」 に設定します。 

17 [ Esc ] キーを2回巧し、 「 Exit 」 メニユーの 「Exit Saving 
Changes 」 を実行します。 

本パソコンが再起動します。 


18 「セットアップ」（一 P .22) を参照して Windows のセット 
アップを行います。 

な上でリカバリ操作は終了です。 

お客様が実行したセキュリティ対策や各種設定内容は、実行 
前のが態に戾っています。セットアップ後 、 r Windows Update] 
などのセキュリティ対策を行ってください。また、必要に応 
じて、カスタムメイドで選択したアプリケーションのインス 
卜ールや設定などを行ってください。詳しくは、「セットアッ 
プ後」（一 P .23) をご覚ください。 
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りサイク J レについて 

■本製品の廃棄について 

本製品（付属品を含む）を廃棄する場合は、「廃棄物の処 
理及び清掃に関する法律」の規制を受けます。 

♦液晶ディスプレイが添付または内蔵されている機種をお 
使いのお客様へ 

本製品の液晶ディスプレイ内の壁光管には水銀が含まれ 
ております。 

♦法人-企業のお客様へ 

本製品の廃棄にっいては、弊をホームページ 「 IT 製品の処 
分 . リサイクル」 (http://jp.fujitsu.com/about/csr/eco/products/ 
recycle/recycleindex.html ) をご覧く ださい。 

♦個人のお客様へ 

本製品を廃棄する場合は、必ず弊を専用受付窓口「富±通 
パソコン リサイクル受付七 ンター」 をご利用ください。 
詳しくは、「富±通 パソコン リサイクル受付 センター」の 

ホームページ (http://azby.fmworld.net/recycle /) をご覧く だ 

さぃ。 

■使用済乾電池の廃棄について 

ワイヤレスキーボード、ワイヤレスマウスなどには 乾電池 
を使用しており、火中に投じると破裂のおそれがありま 
す。 

使用済乾電池を廃棄する場合は、「廃棄物の処理及び清掃 
に関する法律」の規制を受けます。 

♦法人-企業のお客様へ 

使用済乾電池を廃棄する場合は、産業廃棄物の扱いとなり 
ますので、産業廃棄物処分業の許可を取得している会をに 
処分を委託してください。 

•個人のお客様へ 

使用済乾電池を廃棄する場合は、一般廃棄物の扱いとなり 
ますので、地方自治体の廃棄処理に関連する条例または規 
則に従ってください。 


有寿命部品とお巧品について 


■有寿命部品について 

♦本製品には、有寿命部品が含まれています。有寿命部品は、 
使用時間の経過に伴って摩耗、劣化などが進行し、動作が 
不を定になる場合がありますので、本製品をより長く安定 
してお使いいただくためには、一定の期間で交換が必要と 
なります。 

♦有寿命部品の交換時期の目安は、使用頻度や使用環境など 
により異なりますが、1日約8時間のご使用で約5年です。 
なお、 この 期間はあくまでも目安であり、 この 期間内に故 
障しないことをお約束するものではありません。また、長 
時間連続使用など、ご使用が態によっては、 この 目を の 期 
間よりも早期に部品交換が必要となる場合があります。 

♦本製品に使用しているアルミ電解コンデンサは、寿命がお 
きたが態で使用し続けると、電解液の漏れや枯渴が生じ、 
異臭の発生や発煙の原因となる場合がありますので、早期 
の交換をお勧めします。 

♦摩耗や劣化などにより有寿命部品を交換する場合は、保証 
期間内であっても有料となります。なお、有寿命部品の交 
換は、当社の定める補修用性能部品単位での修理による交 
換となります。 

♦本製品をより長く安定してお使いいただくために、省電力 
機能の使用をお勧めします。省電力機能については 、 『FMV 
マニュアル』 の「機能」一「省電力」をご覽ください。 
また、一定時間お使いにならない場合は電源をお切りくだ 
さい。 


主な有寿命部品 一覧 

CRT 、 LCD 、 ハー ド ディスク ドライブ、 フロッピーディスク ドラ 
イブ、 CD/DVD ドライブ、光磁気 ディスク ドライブ、 スマートカー 
ド リー ダ / ライタ、 キ ーボー ド、 マウス 、 AC アダプタ、電源 ユ 

ニット、フアン 


■消耗品について 

♦バッテリパック や乾電池な どの 消耗品は、 その 性能/機能 
を維持するために適時交換が必要となります。なお、交換 
する場合は、保証期間の内外を問わずお客様ご自身での新 


品購入ならびに交換となります。 

■ 24 時間お上の連続使用について 

♦本製品は、24時間が上の連続使用を前提とした設計には 
なっておりません。 


30 


FMV マニュアル http://www.fmworld.net/biz/fmv/support/fmvmanual/ 





お巧い合わせ先について 


■お問い合わせの前に- 

あらかじめ次の項目について確認してください。 


□品名/型名/カスタムメイド型香の確認 

パソコン 本体のラベルに記載されています。 
♦正面に貼付 


型名- FMV :: rro :; i : 

製造香号-:ぃ.‘:.|:.ぃ.:|. 

♦側面に貼付 


品名 
型名 


カスタム 
メイド型番 


品名 FMV -3 C :: 

型名 FMV ' H«：«；«a 
P/N ド [:_;：! ド—口 

100 V 50/60 HZ 'A 
カスタムメイド 
0000 - 0000 - 0000-0000 
I 乙じ|こ I 三 I 



画 

MADE IN JAPAN 


富±通株式会社 


(イラストは状況により異なります) 


□修理を依賴する場合 

♦本 パソコンの 施錠 

パソコン 本体を施錠している場合は、修理を依頼される前 
にあらかじめ解錠してください。 

が重要 

► 本体カバーキーを紛失した場合は、引取修理による本 
体カバーの交換が必要となります。「富±通ハード 
ウェア修理相談センター」までご連絡ください。な 
お、保証期間にかかわらず、鍵の紛失による本体力 
バーの交換は有償となります。 

► 本体カバーキーを紛失した場合は、訪問修理の際も即 
曰修理ができません。引取修理になりますので、あら 
かじめご了承ください。 

♦「リカバリディスク」の用意 
必ず「リカバリディスク」を添付してください。 


■お問い合わせ先 

次の連絡先へお問い合わせください。 


こんなときには 

こちらへ 

添付品の不備 

ご購入元にごホ目談ください。 

故障かなと思われたとき 

『 FMV マニュアル』の「トラブルシューティング」をご覧ください。 

それでも解かできない場合は、ご購入元にご相談いただくう\「富±通ハードウ X ア修理 
ネ目談センター」までお問い合わせください。 

<お問い合わせ先> 

フリーダイヤル： 0120-422-297 

受付時間： 9 : 00〜17 : 00 (±曜-日曜-ネ兄日-年末年始を除く） 

部品送付による修理の場合、良品部品をお届け後、窓口よりお届けの確認と不良部品の 
引取日程などについてご連絡いたします。あらかじめご了承ください。 

添付のソフトウュアのお問い合わせ 

『 FMV マニュアル』の「トラブルシューティング」一「お問い合わせ先」をご覧ください。 

技術的なご質問-ご相談 

『 FMV マニュアル』をご覽ください。それでも不明な点がございましたら「富±通パー 
ソナル製品に関するお問合せ窓口」までお問い合わせください。 

<お問い合わせ先> 

フリーダイヤル： 0120-950-222 

受付時間： 9: 00〜17: 00 (±曜■日曜•祝日およびシステムメンテナンス日を除く） 

富±通サプライ品のご購入 

富±通サプライ品のご購入については、「富±通コワーコ株式会社」の「お客様総合セン 
ター」までお問い合わせください。 

<お問い合わせ先> 

フリーダイヤル： 0120-505-279 

受付時間： 9 : 00〜17 : 30 (±曜.日曜-ネ兄日-年末年始を除く） 

URL : http :// jp . fujitsu . com / coworco / 


-電話番号は、おかけ間違いのないよう、ご注意ください。 

-「富±通ハードウュア修理す目談センター」、および「富±通パーソナル製品に関するお問合せ窓口」は、ダイヤル後、音声ガイ 
ダンスに従い、ボタン操作を行ってください。お客様の相談内容によって、各窓口へご案内いたします。 


■有償サービス 「 SupportDesk 」 のご案内 

システムの導入支援からのソフトウュアの Q & A 、 万一のハードウュアトラブル時の修理など、お客様のパソコンに関するビジネ 
スライフをトータルにサポートするサービスをご用意しております。詳しくは、富±通ホームページ「製品サポート」をご覧く 
ださい。 

URL : http :// se 日の up . fujitsu . com / fs / products / pc / 
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•このマニュアルの 内容は、改善のため事前連絡なしにを更することがありま 
す。 

•このマニュアルに記載されたデータの使用に起因する第 S をの特許権および 
その化の権利の侵害については、当社はその責を負いません。 

•無断転載を禁じます。 


嚇 


本製品は PC3R「PC グ U —ンラベル制度」の 
審査基準 (2 日〇已年度赋を満たしています。 
詳細は、 Web サイト http://www.pc3r.jp を 
ご覧 < ださい。 




